
貿
易
・
観
光
交
流
の
相
互
連
携
に
よ
る
推
進
、

経
済
貿
易
・
観
光
関
係
者
会
議
の
開
催
、
職

員
の
相
互
派
遣
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

本
市
で
は
、
こ
の
覚
書
締
結
を
本
市
の
環

日
本
海
交
流
の
新
た
な
展
開
と
し
て
位
置
付

け
、
県
が
交
流
を
進
め
て
い
る
吉
林
省
に
属

す
る
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
と
連
携
す
る
こ
と

に
よ
り
、
経
済
・
観
光
面
で
の
大
き
な
発
展

を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
訪
問
で
は
、「
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州

成
立
60
周
年
祝
賀
大
会
」に
参
加
。
ま
た「
中

国
延
吉
・
図
們
江
地
域
国
際
投
資
貿
易
フ
ェ

ア
」
に
鳥
取
市
内
企
業
４
社（
鳥
取
メ
カ
シ

ス
テ
ム
㈱
、ジ
ー
ニ
ア
＆
ア
ー
レ
ー
鳥
取
㈱
、

㈱
ジ
ェ
イ
エ
ス
エ
ス
、
石
田
商
事
）が
参
加

し
、
中
国
の
ほ
か
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
な
ど
、

多
く
の
企
業
関
係
者
が
鳥
取
市
の
商
品
に
関

心
を
持
た
れ
ま
し
た
。

問
第
二
庁
舎
経
済
・
雇
用
戦
略
課
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鳥取市

ウラジオストク市
●

●

●

延辺朝鮮族自治州

●束草市

日本海

鳥取市の企業も、販路を拡大しよう
と努力しています

延辺朝鮮族自治州
との交流のあゆみ
【２０１１年】
９月　中国吉林省長春市
で開催された北東アジア
サミットで、李州長から
友好交流についての打
診
10 月　中国の吉林大学
から鳥取環境大学との交
流協会に関する打診
11月　竹内市長から延
辺朝鮮族自治州へ書簡を
送付
12 月　延辺朝鮮族自治
州からの書簡を受け取る
【２０１２年】
３月　延辺朝鮮族自治州
へ深澤副市長を団長とす
る調査団を派遣
４月　鳥取環境大学と吉
林大学との間で学術交流
協定を締結
６月　李州長をはじめと
する延辺朝鮮族自治州訪
問団が来鳥

チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
活
用
し
た
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ク
市
と
の
交
流

　

本
市
と
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
と
は
、
平
成

22
年
８
月
の
友
好
交
流
に
関
す
る
覚
書
締
結

以
降
、
経
済
、
観
光
、
教
育
な
ど
の
交
流
を

相
互
に
連
携
し
な
が
ら
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
覚
書
に
基
づ
き
、
今
年
の
10
月
13
日

（
土
）に
は
、
本
市
の
経
済
・
観
光
分
野
の

国
際
化
と
鳥
取
空
港
の
利
用
促
進
に
繋
げ
る

た
め
、
鳥
取
空
港
か
ら
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
空

港
へ
の
直
行
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
就
航
し
ま

し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
２
回
目
の
就
航
と

な
る
今
回
は
、
17
日
ま
で
の
日
程
で
、
竹
内

市
長
を
団
長
と
す
る
鳥
取
市
行
政
・
議
会
代

表
団
、
経
済
・
観
光
交
流
団
、
鳥
取
県
交
流

団
と
一
般
観
光
客
の
計
62
人
が
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ク
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
便
を

利
用
し
て
ロ
シ
ア
か
ら
21
人
の
観
光
客
や
旅

行
事
業
者
が
本
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

連
携
強
化
に
前
向
き
な
姿
勢

　

行
政
・
議
会
代
表
団
は
、
15
日
に
ウ
ラ
ジ

オ
ス
ト
ク
市
政
府
を
訪
問
。
シ
ョ
ゴ
ロ
ワ
・

エ
レ
ナ
副
市
長
と
会
談
し
、
覚
書
に
基
づ
き

今
後
も
両
市
が
協
力
し
て
交
流
推
進
に
取
り

組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、

沿
海
地
方
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
の
関
係
者

に
面
会
。
交
流
推
進
に
向
け
た
協
力
を
要
請

し
、
今
後
の
交
流
推
進
に
つ
き
、
具
体
的
な

鳥取市の産業をはじめ、梨・らっきょうなどの特産品、
温泉など、竹内市長はウラジオストク市の大学生に鳥取
市の魅力をPRしました
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事
業
提
案
を
含
め
、
前
向
き
に
取
り
組
む
と

の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

16
日
に
は
、
鳥
取
環
境
大
学
と
の
交
流
を

行
っ
て
い
る
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
国
立
経
済

サ
ー
ビ
ス
大
学
を
訪
問
。
学
長
表
敬
、
竹
内

市
長
に
よ
る
学
生
へ
の
鳥
取
市
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
、
記
者
会
見
を
実
施
し
、
本
市

の
概
要
と
環
日
本
海
交
流
の
推
進
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。

経
済
・
観
光
連
携
も
大
き
く
前
進

　

市
内
14
の
企
業
関
係
者
で
構
成
す

る
経
済
交
流
団
は
、
現
地
企
業
訪
問

と
商
談
会
を
実
施
。
本
市
の
産
業
を

Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
経
済

交
流
推
進
に
向
け
た
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
企
業
は
、「
日
本

企
業
と
ビ
ジ
ネ
ス
が
で
き
た
ら
と
考

え
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
部
分
で
マ
ッ

チ
ン
グ
で
き
る
か
検
討
し
た
い
」
と
、

鳥
取
市
の
企
業
に
強
い
関
心
を
示
し

ま
し
た
。

　

市
内
の
観
光
事
業
関
係
者
で
構
成

す
る
観
光
交
流
団
は
、
現
地
の
企
業
訪

問
や
、
鳥
取
県
交
流
団
と
共
同
で
観
光

説
明
会
を
実
施
。
本
市
の
観
光
情
報
の

Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
今
後
の
観
光
交
流
推
進

に
向
け
た
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鳥
取
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
協
会
と
現
地
の
旅
行
業
者
団
体

「
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
窓
」
と
の
共
同
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
表
。
今
後
の
観
光
交
流
推
進
に

つ
い
て
の
協
力
関
係
を
構
築
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
今
回
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
利
用

し
て
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
周
辺
の
旅
行
代

理
店
関
係
者
５
人
を
招
へ
い
し
、
ロ
シ
ア
か

ら
の
本
市
を
周
遊
す
る
ツ
ア
ー
造
成
に
向

け
た
働
き
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ク
市
、
沿
海
地
方
の
関
係
者
や
企
業
と
の

調
整
を
進
め
、
環
日
本
海
定
期
航
路
の
活
用

や
、
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
継
続
運
航
な
ど
を

通
じ
た
交
流
人
口
の
増
加
を
図
り
、
両
市
の

発
展
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き

ま
す
。

問
第
二
庁
舎
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
推
進
課
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ウラジオストク港の構内にある鳥取県ビジネスセンターに
は、鳥取県の特産品が展示されており、ウラジオストク市民
の認知度も増しています

ウラジオストク市との交流のあゆみ
【２００９年】
６月　鳥取県境港、韓国東海港、ロシアウラ
ジオストク港を結ぶ定期貨客船「ＤＢＳクル
ーズフェリー」が就航
10月　鳥取市青年海外研修団員５人がウラジ
オストク市を訪問
【２０１０年】
３月　鳥取市副市長ほか３名がウラジオスト
ク市を訪問。アレクセイ・リトビノフ副市長を
はじめ関係者と面会
８月　ウラジオストク市と鳥取市との友好交
流に関する覚書を調印
　鳥取市青年海外研修団員 6 名がウラジオス
トク市を訪問
【２０１１年】
３月　「ロシアサポートデスク・鳥取」を設置。
ウラジオストク市の写真家 セルゲイ・リツコフ
氏の写真展と、デザイナー ムヒナ・ユリア氏
の創作カード製作・展示会を鳥取市内で開催
７月　鳥取市を主会場に「環日本海学生交流
クルーズ事業」を開催
８月　鳥取空港とウラジオストク空港を往復
するチャーター便を就航
11〜 12月　ウラジオストク市の１番美術学校
で開催された子ども絵画展に鳥取市児童の作
品を出展

ウラジオストク市の商工会議所を訪問し、
経済情勢や日本製品の輸入状況、今後の
ビジネスの可能性などについて話を伺い
ました
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